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論文内容の要旨 

小腸は、医薬品や食品の吸収・代謝を担う消化器官であり、薬物動態の観点で重要な臓器である。また、小腸は恒常的

に増殖と分化を繰り返しているため、様々な化合物の影響を受けやすく、毒性の標的臓器となることが知られている。さ

らには、小腸は免疫器官としての側面を持っており、機能性食品の標的や腸内細菌の住処としても注目されている。この

ような小腸の多岐にわたる役割を理解して、医薬品や食品の研究を推進するためには、ヒト生体小腸の機能を再現した評

価モデルが必要である。現在、ヒト iPS 細胞由来腸管上皮細胞（hiSIECs）がヒト小腸モデル細胞として近年注目されて

いる。hiSIECs の薬物動態学的な特性に関する研究は数多く報告されており、薬物代謝酵素やトランスポーターについて、

ヒト初代腸管上皮細胞と同等の発現を示す hiSIECs が開発されてきている。一方で、薬物動態学的な研究は、小腸の一部

の機能を評価しているにすぎない。薬物動態に加えて毒性及び免疫等の観点からは、hiSIECs の特性や応用可能性が十分

に解明されていないのが現状である。本研究ではこれらの課題に対して解決を試みた。その結果、薬物動態、消化管毒性、

免疫応答の各研究への応用可能性が示された。また、hiSIECs は、医薬品や機能性食品、腸内細菌に関する研究のための

ヒト小腸モデルとして有用であることが示された。 

 

論文審査の結果の要旨 

 

本研究で得られた hiSIECs は、薬物動態、消化管毒性、免疫応答の各研究への応用可能性が示され、経口薬開発をはじ

めとする消化管薬物動態研究の発展に大きく寄与するものと考えられる。また、hiSIECs は、医薬品や機能性食品、腸内

細菌に関する研究のためのヒト小腸モデルとして有用であることが示された。 

 

よって審査担当者の合議により、論文審査に合格したと判定した。 
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